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論文内容の要旨
目的
宮都とは、「宮室・都城」、あるいは「宮殿・都城」を合わせた岸俊男氏の造語である。本稿で、取り
上げている宮都とは、おもに宮室や宮殿、すなわち王宮空間であることを断っておきたい。
本稿は、日本の古代宮都に設けられた庭園が、いかなる特徴をもち、どのように管理・維持されたか
を明らかにすることを目的とする。すなわち、本稿で言う庭園とは、皇室の庭園、いわゆる禁苑を指す。
佐藤信氏は、古代日本にける宮都は「七世紀後半に天皇を中心とした中央集権的な律令国家が形成さ
れる過程において、中国の都城にならった天皇の全国統治の拠点として形成された」とし、「律令国家
の形成と密接に結びついたシステムであり、いわば支配の道具でもあった」と述べている。すなわち、
宮都は、日本古代国家において統治理念である律令制を、空間を通して具体的に表現したハードウェア
であったのである。したがって、その空間が、いかに造営され、用いられたかを解明することは、日本
古代国家がどのように統治、運営されていたかを理解する格好の材料となるはずである。
宮都中枢部の基本構造は、大きく内裏、大極殿、朝堂、曹司、庭閣に区別できる。これらの空間は構
造やその機能を異にしているものの、日本古代の政務、儀式、饗宴の舞台として重要な役割を果たして
いた。そのため宮都中枢部を構成するこれらの施設は宮都研究の中心テーマとして注目され、数多くの
成果が上げられてきた。
しかし、ここで 1 つ残念な点は、これらの宮中枢部の中で庭園の実態が十分に解明されたとは言えな
いことである。もちろん、他の空間に比べて庭園に関する史料が少なく、したがって、その実態を発掘
円i-Eよ
調査成果と文献史料から納得できる成果を出すことはかなり難しいかも知れない。とはいえ、その原因
が、本質を見極めようとしなかったことにあるとするならば、問題は解けないこともないかも知れない
のである。
庭園が宮都に設けられたのは、決して新しいことではない。『日本書紀j に天武・持統朝の庭園と思
われる「白錦後苑J I御苑」の記事がみえ、その候補地として飛鳥浄御原宮内郭の西北方の飛鳥京跡苑
池遺構か、あるいは藤原宮の東北方が想定されている。また、藤原宮大極殿の東や、朝堂院廻廊西北隅
部の北で石敷の池と玉石の池の遺構が確認され、藤原宮内にも庭園が設けられていたことが窺える。と
はいえ、これらの庭園の実態については、関連史料が少ないため断定することが難しい。したがって、
古代日本の庭園が取り上げられることがあるとすれば、平城宮のそれであった。
平城宮内外には、東張り出し部の南部に東院地区庭園、宮内の西に西池(佐紀池下層苑池の遺構)、
宮外の北に松林苑が所在し、南苑も宮内の南にあったと考えられる。これらの規模や使用形態は、以前
の庭園とは明らかに異なるものであった。慶雲元年 (704) に帰国した粟田真人等の遣唐使がもたらし
た唐長安城の禁苑に関する情報を利用して設置された庭園だ、ったからである。
古代日本庭園の原型と考えられる古代中国の庭園について、大室幹雄氏が「皇帝の苑園は彼の遊びの
場として狩猟区であり、植物園、動物園、庭園でもあると同時に彼の軍隊の演習場でもあり、あわせて
彼の重要な財源の一つでもあったJ と述べたように、そこはまさに皇帝が統治する空間であった。この
ような特徴を有する庭園が、その規模や使用形態の違いはあるものの、日本の古代宮都に設けられたこ
とは決して看過できない事実であろう。
構成
本稿は二部で構成されている。
第一部では、平城宮内外に設けられた庭園の実態の検討を行い、日本の古代宮都に設けられた庭園の
特徴について論じている。
第一章平城宮と庭園
平城宮内外の庭園の発掘調査成果と文献史料の検討を行い、その性格と意味を述べたものである。平
城宮内外には、その周辺の地理的な環境を十分に活かした庭園が設けられていた。すなわち、東の東院
地区庭園、南の南苑、北の松林苑、西の西池がそれである。
東院地区庭園は、園池 SG 五八00の変遷に基づいて大きく第 I 期(最下層)、第 E期(下層)、第E
期(上層)という三時期に区分される。第E期は、建物や給排水設備の重複関係から、さらに三期に分
けられる。この園池 SG 五八00を中心とした遺構の変遷の様子をみれば、第 I 期~第E期にかけて園
池を中心に建物を配置する基本構造に変化はない。庭園の性格が、設置当初から一貫していた可能性が
考えられる。
この東院地区庭園と関わりがあると思われるのが、『続日本紀J にみえる「東院」と「楊梅宮」である。
東院地区庭園の発掘調査成果とそれに関連する文献史料の検討から、次のことが指摘できる。
東院地区園池の第ill-l 期は、遺構から神護景雲元年 (767) の玉殿のものであったと推定される緑
粕瓦が出土していることから、「東院玉殿」とそれに附属する園池であった可能性が高い。 ill-l 期が
「東院玉殿」である以上、同じ園池である第 E期も東院と関係する園池であったと見るべきである。さ
らに、第 I 期も関連史料は見当たらないものの、東院の前身の園池であったと考えられる。第ill-2 、
3 期は、東院を引き継いだ楊梅宮と関係ある園池であった。
???
東院地区には、天皇の居所である東院やそれを引き継いだ楊梅宮が存在し、節会、儀式、宴などの場
として用いられたという。その際に用いられたのが、殿舎とそれに附属する前庭に加えて、その南東隅
に所在した園池であった可能性が十分に考えられる。第 E期から池にせり出して建てられた SB 八四八
Oなどの建物を舞台、園池の風情ある景観を舞台装置として、天皇と侍臣、あるいは五位以上が平面的
な空間のなかでより親密な関係を築き上げていたと考えられる。そこに、内裏とは異なる東院、楊梅宮
の特有の存在意義があったのである。
南苑は、平城宮西南の若犬養門から北西方向にのびる秋篠川の旧流路を利用した庭園であったと推測
される。そこには、池や溝があり、樹木が植えられ、空閑地があった。南苑の使用法をみれば、聖武朝
期に正月七日・十六日、三月三日・五月五日・七月七日の各節会の儀場として使われた。さらに、長安城
の南郊を儀場とする唐の冬至儀のあり方を意識したのであろう、そこは冬至儀の場としても用いられた。
松林苑は、平城宮の北側に位置し、「松林J I北松林」とも呼ばれた。そこには、松林宮、池、倉康、
空閑地などがあった。松林苑は、恭仁京遷都以前の天平初期に三月三日・五月五日の各節会、正月十七
日の大射の儀場として使われた。特に、五月五日節会は、聖武朝期を境に、狩猟から軍事的なパフォー
マンスへと変わり、天平元年 (729) にその儀場として選ばれた。その位置や規模から考えて、松林苑が
唐長安城の禁苑の影響を受けて設けられた庭園であったことは間違いない。しかし、史料をみる限り、
そこが節会、軍事、倉康の場であったと言い切ることができる反面、読果、禽獣の場であったか否かは
明らかではない。つまり、唐長安城の禁苑のあり方が、そのまま受け容れられていたというわけではな
いかもしれないのである。それを縮小し、部分的に受け容れて造り上げられた庭園であったと考えられる。
西池の所在地としては、平城宮の中央区大極殿地区の西北に接する佐紀池下層圏池の遺構が考えられ
る。発掘調査の成果によれば、この下層池は東西220メートル、南北140メートルほどの広さと約50セン
チメートルの深さをもっ逆 L 字形の園池であったとされる。また、池の南側に一辺110メートルほどの
築地塀で固まれた正方形の区画が発見された。その中は正殿と思われる東西礎石建物、後殿、その東西
に長大で格式の高い南北棟建物が東西対称に配置する、いわゆる「コ」字状をなしている。これが西池
宮であることは間違いなく、その配置の特徴から公式的行事か、あるいは儀礼的な空間であったと推定
される。西池は、「鳥池J I嶋」とも呼ばれた園池であった。そして、西池辺には松が植えられ、その南
側には西池宮と梅樹が植えられている前庭があった。この西池、西池宮は聖武朝によく使われ、三月三
日・七月七日の各節会における七夕の詩賦の場として用いられたのが特徴である。つまり、三月三日・
七月七日の各節会の時に、西池と西池宮が単一空間を意味しないものの、 l つの儀場として使われたこ
とが分かる。
これらの庭園は、天皇の観賞、遊楽の場としてだけではなく、宮中枢部の朝堂、内裏とともに節会や
儀式などの場としても用いられた。特に、聖武朝期に庭園が節会の場として積極的に用いられたことに
注目し、その理由として聖武天皇が東アジアを意識し、日本の国際的地位を向上させるため、禁苑を含
んで成立していた唐長安城のあり方を模倣した可能性を指摘した。また、これは聖武朝期に限らないが、
宮中枢部とは異なる風情ある景観が、天皇と侍臣、五位以上等との間で行われる饗宴に興を添え、より
親密な関係の構築に寄与することが期待されていたと思われる。
第二章 聖武朝の特質についての一考察一節会の分析から-
第一章の考察で取り上げた聖武朝期における庭園のあり方に注目し、恭仁京遷都以前の聖武朝の政権
運営の特質を、節会の儀場と参加者の分析から論じたものである。以下の 3 点が明らかになった。
①聖武朝期には、それまで用いられていた宮内外の空間に代わって、平城京の庭園が積極的に用いられ
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た。その理由として、水の確保を容易にする施設、あるいは詩賦に興を添える景観がそこに備わって
いる点を挙げることができる。しかし、聖武朝期に庭園を儀場として行われた各節会は、称徳朝期以
降、そこでは行われなくなる。すなわち、庭園での節会は、聖武朝特有の宮都空間認識の結果であり、
その由来は唐長安城のあり方に求めることができる。
空間を捉える視野を広げた要因は、もう l つ考えられる。それまでとは違う儀場で、とりわけ空間
を大きく使って節会を行う。この行動は、自らが前代までの天皇とは違う存在であることを広く知ら
しめんとする意思に基づくであろう。聖武天皇は、国内をも多分に意識しながら、庭園を用いていた
のである。
②神亀 5 年 (728) 以降、三月三日節会の参加者として、文人が見られるようになった。すなわち、「五
位以上」と表記される通常の節会の参加者の中に含まれない文人が節会に参加するようになった。こ
れは、聖武朝期に見られる文人(章)重視の姿勢の一環であり「文章経国」の理念の実現を志向した
ものであった。
③天平 5 年 (733) 以降、元日節会の儀場と内容が、「侍臣」は中宮において宴し、「自余五位以上」は
朝堂において饗するというように、立場に応じて使い分けられるようになった。侍臣儀は、法制上の
「侍臣」を内包する侍臣を対象とする儀であり、和銅 5 年 (712) には形成されていたことが確認でき
る。聖武朝期の元日節会は、それに侍臣以外の五位以上への饗を加える形で実施されるようになった。
それは、天皇の求心力強化と律令官人制実現を志向するものであった。
第二部は、日本の古代宮都に設けられた庭園が、いかに管理・維持されたか追究するための試みである。
第三章平城宮馬寮跡出土の「嶋掃」木簡について
馬寮東宮街域の北限をなす築地 SA 六一五Oの北雨落溝の北に掘られた東西溝 SD 六四九九の東端よ
り西約10メートルの地点を中心に、土墳状に広がる溝底から出土した「嶋掃」木簡の分析を行ったもの
である。以下の 2 点を指摘した。
①木簡群は、同じ書式・内容であることや日付が天平10年 (738) 6 月から天平11年 (739) 正月の聞に
作成されたものであることから一連のものと考えられる。 11嶋掃」の仕事のために兵士四人を進上す
る。(その進上の理由は)人数が欠けているからである。状を記して以て移す(書き止め文言) 0 (日
付)J という内容である。
②「嶋掃」の仕事の具体的な内容は、「蓮池之格採J であるから、この「嶋」とは一般的な島l興ではなく、
蓮の花が咲く園池のことを指すと考えられる。これら木簡の兵士は、「嶋」すなわち園池の清掃のた
めに進上されたのである。
第四章 園池司の職掌について
庭園の管理・維持のあり方を明らかにするため、宮内省被管であった園池司の職掌の範囲を再検討す
る。庭園には諸行事のための殿舎をはじめ、池、鑑賞用植物などが備えられていたはずで、ある。これら
の設備の管理と供御のための疏菜・樹菓などの供給をともに園池司が、管轄していたと見るには、あま
りにも異質であることに注目した。
『令義解』職員令園池司条によれば、園池司の職掌が、①供御のためのものが育てられていることを
条件に「諸苑池」を管理することと、②疏菜・樹菓などを種植することであったことが確認できる。こ
の「苑」は、殿舎、空閑地、池、観賞用の植物や樹木、禽獣の飼育地などがある、今で言う庭園であっ
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た。「苑J を名に持つ空間が、たとえば、飛鳥京の「白錦後苑J r御苑」、平城京の「南苑J r松林苑」、
平安京の「神泉苑」のようにいずれも禁苑であることを見れば、園池司条の「諸苑池」もまた、禁苑を
指していると考えて間違いない。園池司と「苑」との関わりは、そこで供御のためのものが育てられて
いる場合は、という条件がついていた(①)ということになる。
園池司関係の木簡から浮かび上がってきた疏菜・樹菓の名は、実は、『延喜式』内膳司式供奉雑菜条
にも登場する。木簡の宛先が皇后宮と内膳司であったことを考え合せても、園池司が栽培していた疏菜・
樹菓が、王家の食用に供されるものであったことは明らかである。とすれば、園池司の「諸苑池」との
関わりが、供御のためのものが育てられている場合に限られた意味も容易に理解できるであろう。園池
司が寛平 8 年 (896) に内膳司に併合される事実は、その職掌の性格を端的に示しているはずである。
唐も、皇帝に供される競菜・樹菓の栽培を職掌とする官司は存在した。上林署がそれである。園池司
の職掌は、上林署のそれの影響を受けて規定された可能性が高い。
園池司は、「苑J の管理・維持に関与していなかった。しかし、管理・維持の手が入ることなく「苑」
が存立する余地がないことは誰の目にも明らかである。平城宮馬寮跡出土の「嶋掃」木簡の存在、ある
いは平安京の庭園の管理のあり方から考えて、それは兵士、衛門府や左右衛士府の衛士の手に委ねられ
ていた。「花苑司」という専門官司が存在した可能性もある。
附論
第五章 「庭J に関する一考察一大嘗宮を中心として一
日本の宮都中枢部において殿舎とともにかなりの割合を占めている「庭J のあり方に注目する。宮内
の「庭」は1 ヵ所に限らず、複数存在していた。「庭」は、建物との繋がりで一定の空間を形成し、それ
と一体となって政務・饗宴・儀式の場所として用いられた。飛鳥時代~平安時代の「庭」のあり方を通
覧すると、時代を下るにしたがって、それがより多彩な施設に附く空間になっていく。朝堂、宮内の中
心殿舎、門に加えて、各官街の殿舎も「庭」を持つようになったのである。
朝庭は、政務・儀式・饗宴の中心舞台として用いられたが、その他に臨時にではあれ、践酢大嘗祭の
神事の場となり、仮設の大嘗宮が造られた。この大嘗宮の悠紀院・主基院の四角と門処には、神霊の宿
る木や神域を表す木綿をつけた賢木(榊)が挿し立てられ、こうした設えによって外側と画された神聖
なる空間が造られた。
結論と今後の課題
庭園は、日本の古代宮都中枢部の内裏、大極殿、朝堂、曹司とともに、確かに律令国家とって重要な
空間であった。但し、庭園は、これらの諸施設とは異なる大きな特徴も有していた。それは、特に聖武
朝期のあり方からはっきり見えたように、統治者がいかなる政権運営の理念をもっているかによって、
その性格を変える点である。これが、本稿で明らかになった、日本古代宮都庭園の最大の特徴といえよう。
このような庭園の特徴は、平安京の神泉苑のあり方からも窺える。神泉苑は、『拾芥抄』によれば、
平安京の二条(南)・大宮(西)・三条(北)・壬生(東)の各大路によって固まれた、南北 4 町、東西
2 町の計 8 町からなる。神泉苑内には、正殿である乾臨閤(鳴尾・東艦・東階を備えている)、左右両閥、
東西釣台、中庭、池(中島)、湧泉、東滝殿、馬場、馬玲殿の設備と、樹木などの植物が茂っていた。
その使用法は、六国史をはじめ『類衆国史J、『日本紀略』、儀式書によれば、桓武朝期には遊宴が主
なものであった。しかし、平城朝期と嵯峨朝期にいたって、それに七月七日節会、九月九日の重陽の場
という意味が加わる。このようなあり方は、次の淳和朝期には受け継がれるものの、仁明朝期に入ると、
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そこでは水禽の遊猟が行われるようになり、文徳朝期以後は祈雨のための霊場となる。
神泉苑の位置関係や苑内の構造、使用法をみる限り、平城宮内外あるいは長岡京の諸庭園のあり方を、
そのまま受け継いで、成立したとは考えがたい。そもそも神泉苑とは、桓武天皇の政権運営の理念に基づ
いて設計された、新たな庭園であった可能性が高い。そして、それは、桓武天皇以後、彼が抱いたのと
同じ理念を表現する空間であり続けることはなかったのである。
宮都中枢部の諸施設は、その構造や機能を変えつつも、一貫して律令制を実現するための統治の場で
あり続けた。しかし、庭園は、空間の意味自体を変えてしまう。これが、宮都庭園の特徴であったこと
を考慮するなら、令制にそれを管理・維持するための特定の官司が定められていなかった理由は容易に
推測することができるはずである。平城宮内外の庭園が兵士、衛門府や左右衛士府の衛士、「花苑司」
のような専門官司によって管理・維持されたことも、また、神泉苑が左右衛門府や近衛府関係者・蔵人
といった側近に委ねられたことも、その特徴がもたらした結果であるに違いない。
以上、日本の古代宮都に設けられた庭園が、いかなる特徴をもち、どのように管理・維持されたかを
論じた。その結果、本稿が今後に残した課題も少なくない。とりあえず、以下の 2 つが考えられる。
l つ目は、平安京の神泉苑が前時代の庭園のあり方をそのまま受け継いで成立したとは考えられない
ことから、各時代における庭園の相互関係を解明する必要がある。特に、桓武朝期に 2 つのパターンの
庭園が設けられた意味、すなわち長岡京の諸庭園と、それらがl ヵ所にまとめられる平安京の神泉苑と
の関係の解明は、日本の古代宮都に設けられた庭園の本質を解く鍵になると思われる。
2 つ目は、日本古代の庭園の原型が、中国(特に、唐長安城の禁苑)や朝鮮半島の庭園であると想定
されるために、多くの研究者が、その位置や空間の構造といった表面的な比較を行い、類似点と相違点
をあげている。もちろん、このような先学の方法が、東アジア世界における日本の庭園の位置づけの一
端を明らかにしたことは否定しない。しかし、残念ながらその使用法をも視野に入れた分析は進んでい
ない。本稿で明らかにしたように、日本古代宮都庭園の最大の特徴は、その使用法に表れる以上、この
方法での分析は避けて通るべきではなかろう。
論文審査結果の要旨
本論文は、天皇のために造営、利用された庭園の分析から、日本古代宮都空間の特質の解明をするこ
とを目的としたものである。
序章「問題の所在と構成」においては、これまでの日本古代宮都研究は、律令国家の形成過程や律令
官人制の解明に寄与してきた点で評価できるものの、庭園研究に関してはなお不十分な点があることを
指摘する。そこで、中国の禁苑の影響を考慮に入れつつ、利用形態(第一部)と維持・管理(第二部)
の二つの側面から、宮都における天皇ための庭園の特色を明らかにすることを論文の方針とする。
第一部、第一章「平城宮と庭園」と第二章「聖武朝の特質についての一考察一節会の分析から一」で
は、次の三つの点から、庭園が聖武天皇の求心力を高める場であることを明らかにした。第一に、平城
宮の内部や平城宮に隣接する松林苑、南苑、西池などの庭園が、聖武朝に節会の場として集中的に利用
されている。第二に、東アジア世界を意識した庭園利用がみられる。たとえば、唐長安城の禁苑を模倣
した松林苑では、唐からの使者を招いた軍事的パフォーマンスをともなう節会が開催されたほか、南苑
では唐長安城南郊の円丘で行われていた冬至が開催された。とくに、三月三日の節会は、聖武朝になる
と、上記の庭園で、詩賦をする文人の参加のもとに開催されるようになるだけでなく、文人の積極的な
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育成も同時に始められていることから、文章経国の理念が重視されていた点を明らかにした。第三に、
節会は、天皇と五位以上との親密な関係を築く側面があったが、聖武朝の庭園での節会では、その側面
が相対的に強調されていることを示した。
第二部、第三章「平城宮馬寮跡出土の「嶋掃」木簡についてJ と第四章「園池司の職掌について」で
は、八世紀における天皇のための庭園の維持・管理は、従来想定されることもあった園池司の職掌では
ないことを確認しつつ、内裏を警護する衛門府・衛士府や、時に軍団兵士が庭園の維持・管理に動員さ
れたと論じ、天皇の側近と庭園管理の関係を想定する。
附論・第五章 11庭」に関する一考察一大嘗宮を中心として-J では、日本古代の「庭J の歴史的展
開と、「庭J で開催された大嘗祭の空間的な特質を論じている。
終章「今後の課題」では、本論を踏まえつつ、今後の研究課題として、平安京における天皇のための
庭園である神泉苑の研究と、中国や朝鮮における皇帝・王のための庭園との比較研究が掲げられている。
本論文は、東アジア世界史のなかに日本古代宮都を位置づけるという広い視野から、庭園の利用と維
持・管理を具体的に明らかにするとともに、聖武朝の画期性を明確に導きだした点に意義がある。その
成果は、日本古代史研究の発展に寄与するところ大である。よって本論文提出者は、博士(文学)の学
位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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